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たり，児麺{職所,少年鑑別所,保渡慨鐵玩少年

院等の関係機関との連”§充実するよう葱方筑を検
肘しだ映して,少年審判手続全体力;より晩く機能ず

るだめの方鯆の企雨立案群に#師｡りま式。
家訓叩件に篭いては，法律の改正,社会悩勢や国

民意織の調睦どに合わせて,劉部性”認鋤
の在り方を見直したり, .国民雌燭っで利用しや顎い
索I礁判･鍔1噸停顎猶し:た家庭鋼碓燃の処
理態勢の在ｸ方遊検獄したりしま裁僅

家庭輯判所鯛査官は
家庭裁判所全体の運営を支えでいます

家庭裁判所調査官としての経験を生かし鞍がら，

叙判部門番支える司法行政部門《人難･鯰務･会朔

において企画立案韓吻業務巷行うなど,裁判所全体
の迎鷲にも加わ‘りbまず、

少年耶件においては,少年の再非行鰯上に有効と

． 奪えられる執商的な働き慨けのブﾛグﾗﾑを救肘し
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微々な研賎力喚施さ種おり, より商い馴'1性を身Iわけていくことができま泰・
一1

御稽同揃購熱癖罐瀕露家庭織判所飼査官義成課程研修のプロセス

随蝿祷緬鱈議溌蕊鑪撫|謹雛蟹蕊藤鱸蕊鍾蕊, |蕊箪WP警蜜騒溌騨瞥塗
5 ． ，科学の理践，面擴技法などを一周深め，プロ
；宗鰯鮮ﾘ所隅竃宮補として,家亭事件･少年亭！ 採用庁において．上司の揃導のもと，当事者1 1 フェッシヨナルにふさわしい専門性を厩くこと 1
件の修訂を行うために必要となる法律の基礎知I 少年･保硬者との面接や関係椴問との理路.報｜ になり蕊す．そして.後期合同研修を修了する

I
』塗行動科学尋の理陰,面接技法などを学習しI. 皆書の作賎なとを実践しつつ学びます と､家厘裁判所歴宮として任官し,実務につ
ます I 、●修習感勢 i きます

鯵3人でグﾙｰを形成し,胸逓の遮め方や調壷参ｶﾘｷｭﾗﾑの,1カリキュラムの税

●法律

慶法・耐艤.家"僻事綴法.少雲籏 幕鴬懸蝋向鰯W肩轆蹴1:蕊"糯罐溌霞刷艤_少辱績演罰
｜懸騨誌ヵ剛‘榊匿学

●行勤科学 i 寵す．

心理鼈教育学,家族社会学,社会禍祉学

・関竃実務講習 i I ・実務演習
家孤駆件調査実務.少年頚件飼壷巽務など I 耐妾技法演習,、例研究など
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採用賦験（裁判所職員雑合職（宗庭裁判所鯛迩官柿，
院卒者区分・大卒程度区分)）の鮮細に関しては，
別冊子「蕊判所採用案内jまたは裁判所ウェブサイト
(I1IIP:"wwwb[ouris.90.iP/smWo/indexZhillll)をご覧ください。

塵錘壷蕊司裁判所職員採用賦験
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家庭裁判所調
家庭裁判所闘査官は，裁判所という法律の世界におい嚇
心理学，社会学，社会福祉学，教育学といった行動科学等の

査官 鶉舞瀧謡繍蝿譲轆霧欝。
熱判官や鰯判所翻a官と一緒隠チームを組んで協力し合い鼠‐

～家庭や非行の問題に取邸組む～
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少年審判は，非行を起こした少年などに自らの過ちを自覚させ，
更生させることを目的として，少年や保漉者の調盃を行い，処分を決定する手続で魂
家庭裁判所調査官は，少年がなぜ非行を起こしたのかを分析し，どうすれば立ち直ることができるのか
検討するため，少年の性格， 日頃の行動，生育歴，少年を取り巻く環境などについて，
心理裟社会龍社会福祉学，教育学などの専門知識･技法を活用して調査を行いま式

家事調停や家事審判は，離婚，子どもの親椛･監溌椛をめぐる争い，義子縁組の許可や
後見人の選任など，家庭の中で生じた問題について，法律に基づく解決を求める人たちが利用していますI
家庭裁判所調査官は，現在生じている間魍だけではなく,・ これまでの事悩喰
これからの家族の在り方も見据えながら，家庭で生じた問題を解決し，
当事者が新た鞍一歩を踏み出すための･助となるよう，調査や鯛整を行いま式
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融田や遍磨分割掌と．塞忌の

回で生じた陵蒔について．興

心心側会も交えて延合いての
痢漉を1W榊･手践
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荷の風鳳などについて．律出

■、や率蜜判贋、宮の檎

冒膳屯などに■ついて．偽科
官“瀬する手擾
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酉崇庭奴判所間代官の仕ﾘ‘の中心は．而接です少

年や保鱗櫛の,ｲ紫に坪を航け． どうしてJド行を起こ

してしまったのか． これからどうすれば立ちlif!れる

のか． ‘紺に考えますij菜での』観が勝手な少年

には心理ﾃｽﾄ曾したり.少年の家庭や学校などを

妨Ⅲlしたりして．多伽ｳな机点から備報を災め．検

劇Eします！淵笠の紬果は． ．！#而にまとめて裁判官に

報排します

また．洲狂の過鞭の巾で．学校や児逝相談所，保

縦観察所．介溌t鞭ど．少fl§を取り巻く関係機側聯

と密に巡拙し．処分掬世後も地域社会全休で少年の

単ちI地ぞ支え.抑非行を抑止するためのI令台作り

をしますこのように少年や家族と社会のlつなが

りIを作ることも．家庭裁判所制代官の砿喫鞍{側‘
でず
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家腿郷ﾘ所湖赴γ『は．淵体．群判．入り師繊(離

妬般判猫ど)の好手銃のI1』で. l川胆の解決に役立つ

よう.関在や淵踏をｲ了います．例えば．調停乎統に

おいて． ’'1ﾘ噸1111で龍吸が食い述い‘合窓のあっせ

んが難しい珊合などに．当邪将とlliJML、それぞれ

の気持ちを受け止めながら客観的な1峡を砿腿して

整測!し‘その結果をもとに洲停の巡め方について批

判宙に遊兇を拠出し農すゑた． I母親が親柵を争っ

ているfどもとlii接し， その郷､を聴取して洲停菱

典会や両親に仏えたり． fどもの袖祉を優先した解

決の征り〃について肋前したりします群判1識で

は．例えば．臘祢を受けているおそれのある子ども
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とlli醸し. fどもの笂排ちに配噸し駁がら災体的な

W火をM”し．蚊判宙に報;ﾔします

Ini接での子どもは．複雑なえ持ちを抑えて．炎Im

Lは元気にふるまうこともあります家隆銭判所調

伽ﾔは, 詐『雌に駁ろもの.ならないものを含めて.

．rどもが我現する猟々戦メッセージを受け取り．家

腿蚊判所の手続に反映させ，子どもが将来．囎せに

搾らせるような解決に紬ぴっけることが期待されて

いゑす°

そのために．学佼．児撤扣談脈桶祉機IMIなどと

巡耕を取り介い. 1W報交換をして．家族や｡fどもに

対する授助態勢ぞ終えることもあります
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家庭翻り所閥在宵は，試験観察の中で．少年・保

渡極に嫌々な働き掛けをして. ､変化が見られるかど

うかを兄撰めることになります例えば．学校に行

く．仕1鰭見つけるい､った側標善決めて. 1j標に

向けてどんなことができるか‘定jⅢ的に少年・保渡

對と而接をしながら．一締に綴え．少年I｡I身が行動

できるように促しますまた．公団の柵抽活勤．老

人施設での介縦補助と1,つたボランティア禰動に参

加させ．活動の握り返りを遡じて．社会の一uであ

るとt､う慰撚を尚めさせたり．社会的な視点から自

分の非行を答えさせたりすることもあります
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日 穏議灘 生籍津‐被害者の，

気持ちを考え』て事件を
起こした日のことを
振り返ってみよう 索議隷

令織霧” 家族にとって
望ましい解決を
一緒に考えましょう

パパとママに

蕊難をど
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－番伝えたいことはお父さんとじては 学校では
b

ﾜ

どんなことかなどのように考えFて
いますか？

どんなふうに過ご(ﾉて
いるのかな
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